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＊介護度2　97歳　女性
・「若い頃よく通っていた喫茶店に行ってみたい」とリクエストがあり調べたのですが連絡がつかず、とり
あえず行ってみようと向かってみました。お店はあったのですが営業はしてませんでした。お店まで向か
う途中「あ～○○がある」「あそこは○○さん家」と周りの風景を懐かしんでみえました。帰りに違う喫茶

　　　　介護度2　91際　女性　　10/21発熱➡10/22コロナ陽性　　

てみえました。
店に寄り「これがいい」とケーキセットを召し上がられ「次はこれがいい」とハムサンドを指して笑っ

＊コロナウィルス発生状況
・入居者様9名中7名の方が感染されました。
　　　　介護度5　94際　女性　　10/19発熱➡10/20コロナ陽性　　

出されたのか一緒におしゃべりをしながら洋服を選んでいらっしゃいました。
を見て回るだけで何も買わず帰ってきました。今回は参加されたご家族が全て娘様であり、昔を思い
きました。以前にも外出時に「しまむら」に立ち寄り買い物を楽しんでいただこうとしたのですが、店内
・「しまむら」瀬戸店を午前9時から1時間貸し切り、ご家族と一緒にゆっくりと買い物を楽しんでいただ

利用者 　　　　1.利用者様の状況、活動及び行事報告

利用者家族

地域住民の代表者(民生委員を含む） 　　　　2.身体拘束について

市高齢者福祉課職員

地域包括支援センター職員 　　　　3.その他

できる範囲で対応をおねがいします」と話され三浦先生も了承されました。三浦先生より「何か症状

運営推進会議開催報告書
グループホームねこの手

　　　開催日時　2025年11月26日（水）　13：30～14：00

議　題

戦しながら楽しそうでした。途中で待ちきれずつまみ食いする方もみえ「美味しい」「あんこが甘いね」と
・皆でおはぎを作り、豚汁を用意して美味しく頂きました。丸めたご飯にあんこを付ける作業は皆さん苦
＊昼食レク　中秋の名月～おはぎ作り～

薬剤師（みゆきファーマシー）

が出た場合はその都度話し合いにて対処していくことにしましょう」と説明がある。ご本人には告知

事業所

会　　議　　録
1、利用者様の状況、活動及び行事報告

　登録者数　・・・　9名　（男性　1名・女性　8名） 
　介護度平均及び介護度別利用者数は別紙参照

＊介護度2　92歳　女性　
・8月の健康診断の胸部レントゲンにて左肺に影があり、陶生病院にて精密検査の結果、左肺に3㎝
程の癌が見つかりました。ご家族（ご長男嫁様）からは、「積極的な治療はせず、三浦先生と施設の

せず過ごしていただくこととなりました。

　　　　介護度4　94際　女性　　10/22発熱➡10/23コロナ陽性　　
　　　　介護度2　96際　女性　　10/23発熱➡10/24コロナ陽性　　

＊外出レク　「しまむら」　お買い物ツアー

・入居者様と一緒におはぎ作りをしていただきました。ちょうどお孫さんくらいの年齢のの学生さんと楽し
そうに話されていました。

大変喜ばれていました。豚汁も好評で、おはぎより豚汁をおかわりされる方もいました。

＊公立瀬戸旭看護専門学校

　登録者数　・・・　9名　（男性　1名・女性　8名） 
　介護度平均及び介護度別利用者数は別紙参照



　　　　　　　　次回開催日　　令和8年　1月28日（水）

タイミングを医師とよく相談されると良いです。

　　　　　薬剤師（みゆきファーマシー）より

　　　　　地域包括支援センター職員より

着いても、来年には新しいウイルスが流行り出します。ワクチンを2回打つことは対策として有効ですが、
・インフルエンザはまだまだ流行っています。学級閉鎖になっている所もあります。今のウイルスが落ち

越えることで筋力維持をしているところもあります。
らです。バリアフリーも理由の一つです、古民家を利用したバリアアリーと言ってあえて段差を残して乗り　
涼しくなった秋に散歩に出て転倒されています。本人も気が付かないうちに足の筋力が低下していたか

・利用者の転倒からの骨折という事例が増えている。今年の夏は暑くて室内で過ごされる人が多く、少し

・現在、入居者様で身体拘束を実施している方はおらず経過しています。スピーチロックについては、事

　　　　　　　ず、皆さん回復され以前通り過ごされています。
　身体拘束について

　　　　介護度3　92際　女性　　10/29発熱➡10/30コロナ陽性　　
　　　　　　　発熱・咳・痰・食欲不振等の症状がみられましたが、重篤な状態になられる方はおら

　　　　介護度3　89際　女性　　10/23発熱➡10/24コロナ陽性　　
　　　　介護度2　97際　女性　　10/26発熱➡10/27コロナ陽性　　

  業所のミーティング（ねこの手会議）で話し合いを行なっています。
・転倒→骨折を防ぎたいので離床センサーの使用となる場合、その方にとって本当にその方法が防止策

大切である。

　参加者からのご意見・ご質問

 となるのか検討が必要。「動くたびに職員さんが見に来る」「何か監視されてるみたい」等の本人の気持
ちやご家族の気持ち・ご理解を確認することは必要。普段からご家族との良好な関係を築いておくことが


